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デジタル画像の取り扱い 
ガイドラインVer.3.0 

はじめに 

モニタ診断システム委員会 
目的：適切なモニタ画像診断の普及推進 
活動：普及活動・情報収集・標準化（規格化） 
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～2005 ～2010～ ～2016 

モニタ診断の普及 

2013～2015 

JESRA X-0093-2005  
・各国規格調査  
・必要性調査 

JESRA X-0093＊A-2010  
・啓発活動  
・意見収集 

JESRA X-0093＊A-2010  
・実態調査  
・セミナー 
・関連団体との連携 

JESRA X-0093＊B-2017  
・各国規格調査  
・実態調査と分析 
・セミナー 

制定･普及 改定･普及 
DICOM Supp124 

標準化･啓発 
改定･啓発 
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JESRA X-0093の改定 
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 輝度管理グレードの追加 

 運用体制・方法の見直し 

 CRT関連の評価項目削除 
    評価方法、判定基準、試験結果報告書などを削除 

 用語・構成・説明等の見直し 
    JIS T 62563-1（IEC規格JIS版）との整合性 

 参考（付属書）の追加 
    デジタル画像の取り扱いに関するガイドライン3.0版、 
    DIN6868-157、ACR/AAPM、DICOM Supp124など 
    国内外の規格・ガイドラインの抜粋紹介 
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JESRA X-0093の改定_輝度管理グレードの追加 

管理グレード 
最大輝度 輝度比 コントラスト応答 

Lmax (cd/m2) Lmax/Lmin Κδ (％) 

1 A ≧350 ≧250 ≦±10 
B or 省略※ ≧170 ≧250 ≦±15 

2 － ≧100 ≧100 ≦±30 

・ 170cd/㎡や100cd/㎡はCRT時代の基準（50ft-L、30ft-L相当） 
・ 最近の各国規格・ガイドラインと比較しても、低性能 
・ JRSのガイドラインでは胸部X線で350cd/㎡ 以上推奨 

【規格動向/技術の進歩/実運用】 

 どのグレードで管理するか、どのようなモニタを使用するかは 
 医療機関が医師に相談して決める （従来同様） 

※ 「管理グレード1B」は従来の「管理グレード1」と同じものであり、アルファベットを省略して 
  表記した場合は「管理グレード1B」を指す。 

【改定案】 管理グレード1A追加 
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JESRA X-0093の改定_運用体制・方法の変更 

・品質保証委員会の設置とモニタ品質管理者の任命 

      ・モニタ品質管理責任者を任命 
       -導入時への関与/ルール作り/実際の管理実行 

【運用体制】 

【運用方法】 
・不合格の予防 
   合格であっても測定結果を確認し予防する 

・測定器・方法に照度計併用方式、内蔵センサー方式を追加 
   JIS T 62563-1との整合(同様内容を追加) 

・環境輝度を含めた管理の判断 追加 
   周囲光を含まない状態で実施 
        明室での使用を考慮し、環境輝度を含めるかを決める 

システム部会の承認を経て、JRS/JSRTとの協議開始 
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啓発活動_パンフレット(ITEM/学会)による啓発 

2017/01/01 JIRA50周年マスター 6 



啓発活動_パンフレット(ITEM/学会)による啓発 
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今年度のJARTとの共催アンケートは
経済部会と共同実施 (2016/12月) 
 

品質管理の実態調査(従来) 
 

画像精度の維持･管理への 
医療現場の努力を見える化 

 

 H30年診療報酬改定要望に反映 
・品質管理が無い場合のヒヤリハット 
・画像精度管理への技師の貢献度 
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59.8% 



啓発活動_モニタ精度管理セミナー 
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第4回 JART･JIRA共催モニタ精度管理セミナー 

主催：JART（診療放射線技師会）・JIRA 
日時：2016年5月2日 (土) 13:00～17：00  
場所：日本診療放射線技師会事務所講義室 
受講者：28名   会費：3000円 

 時間  プログラム 
75分 医用画像表示用モニタの特徴と品質管理の実態 

              名古屋大学 津坂 昌利 准教授 
65分 モニタ実機によるヒヤリハット体験       
30分 モニタの品質管理に関するガイドライン（JESRA X-0093)の紹介  

60分 モニタの品質管理のデモンストレーション      

実機での体験を交え、品質管理の必要性と方法を学習 
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啓発活動_モニタ精度管理セミナー 

2017/01/01 JIRA50周年マスター 9 

昨年の反省を活かし 
・一方通行の講義としない 
・質問･意見を引き出す参加型に 
・理解度をレビュー 
・生涯学習カウントの付与 
 (医療情報技師･医用画像情報専門技師) 

参加者から 
・質問・意見が増加 
・他の施設の実態や経験を知りたい、との意見 



その他_Supp124 
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ネットワーク 
管理ソフト 

品質管理ソフト モニタ 

ネットワーク管理用と品質管理用ソフトとの連携  

SCU：Service Class User（利用者） 
SCP：Service Class Provider(供給者)  

・システム/モニタ/測定器の識別 
・測定試験結果(輝度・階調・ユニフォミティ） 
・システムの状態 
・キャリブレーション目標値・最新実行日 
・目視試験結果 など 

A 社 A 社 

B 社 

A 社 

Supp124 

ＳＣＵ ＳＣＰ B 社 メーカー 
オリジナル 

メーカー 
オリジナル 

メーカー 
オリジナル 

品質管理ソフト モニタ 
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まとめ 
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Supp124 (Communication of Display Parameters) 
・認知度向上への活動 

・JESRA X-0093改訂版に解説を追加 

JESRA X-0093 の改定 
・表示機器の技術進化に追随 
・国内外の規格･ガイドラインの動向を加味 
・運用実態を反映 

モニタ品質管理の啓発活動 
・品質管理の実施率は向上 
・より 一層の普及率に向けて → 精度管理セミナー/教育資料の作成 
・アンケート結果の分析と開示 → 診療報酬要望への反映へ 
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御清聴 ありがとうございました。 
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